
 

 

大学でも３密を避けるために 

ソーシャルディスタンスを保った新しい社会の生活ルールです 

 

学生寮のルール同様、大学内での学習に際しても以下を守りましょう。 

 

• マスクをしていれば換気のよい室内で会話ができる状況： 

１年生は小ラウンジ単位、２年生はフロア単位が基本。 

１学期の間の実習・演習、大教室での対面講義の席順で考慮される。 

教室内も会話に際しては1メートル以上の距離をとり、対面にならないようにする。 

 

• マスクをしていないので会話をしてはいけない状況： 

入浴など（ラウンジ単位ではなく学籍番号順で分ける。（ラウンジ単位での私語厳禁

は遵守しにくいと考えられるため）） 

食堂など（手指消毒後、会話をせずに飲食。終わったら速やかに退室、会話はマスク

をして退室後に） 

運動など（マスクを外しているときは会話をしない） 

 

• 登下校 

体温、咳症状のチェック：moodle に入力。症状のあるときは必ず保健センターに連

絡し、自室で勉強する。 

早めに来られる人はなるべく早く登校する。（協力お願いします） 

３密にならないように 1 メートル以上の距離をとって歩く。出席レコーダー前で並

ぶ時も１メートル以上の距離をとる。（今学期、若干の遅刻は許容する） 

教室への入・退室については、学事課教務係から通知する教室等への入・退室動線に

基づいて行動する。 

講義終了後は、学事課教務係から通知する教室等への入・退室動線に基づき、机のブ

ロックに従い、入り口近くのブロックの学生から順に密集しないように室外へ出る。 

 

参考：複数学年が同一時間に動く場合の出入り口ルール 

   講  堂 ： 教育研究棟北側入り口 

講堂以外 ： 教育研究棟正面入り口 

 

 

    

 



   

 

 

• 教室・実習室まで 

原則として階段を使用、３密を避けて速やかに移動する。 

情報センター等（５階以上）は、エレベーターを使用してよい。ただし、一機につい

て６名までとし、各自壁を向いて立つことが望ましい。 

効率よく移動できるよう降りたら１階のボタンを押して速やかにエレベーターを回

す。 

 

• 教室、実習室において 

入室時に手指の消毒を行う。 

除菌ペーパー等で机の上を消毒する。（除菌ペーパー等は退出時に捨てる） 

接触機会を減らすことを目的とし、座席指定とする。 

 

• 教育・研究棟の共用スペースの使用において 

除菌ペーパー等で机の上を消毒する。 

小さいテーブルの場合は、一人で使用する。 

会話する場合は、マスクを着用し十分距離（１m 以上）を取る。 

 

• 共用トイレの使用において 

使用後水を流す際は、便器の蓋があれば必ず蓋をしてから流す。 

手は 30 秒以上、水と石鹸で丁寧に洗う。（手首まで） 

共用タオルやエアタオルは使わない。自分のハンカチまたはペーパータオルで手を

拭く。 

 

 

以  上 


